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臨
床
力
に
加
え
て

医
学
の
進
歩
に
寄
与
す
る
臨
床
研
究
を
重
視

認
知
症
研
究
と
高
齢
者
医
療
に
特
化
し
た
セ
ン
タ
ー
の
整
備
計
画
が
進
行
中

鳥
井
　
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

器
材
を
揃
え
、
現
場
で
役
立

つ
技
術
を
訓
練
す
る
ス
キ
ル

ス
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
（
Ｓ
Ｓ
Ｃ
）
も
積
極
的

に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

鶴
田
　
臨
床
力
の
あ
る
卒
業

生
を
き
っ
ち
り
送
り
出
す
こ

と
は
、
最
も
力
を
入
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
一
方
で
、

今
い
る
患
者
さ
ん
を
救
う
だ

け
で
な
く
、
将
来
の
患
者
さ

ん
を
救
う
こ
と
も
大
切
な
こ

と
で
、
臨
床
研
究
も
重
視
し

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
未

来
の
社
会
の
た
め
に
研
究
を

頑
張
る
人
に
も
来
て
ほ
し
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

鳥
井
　
受
験
生
や
保
護
者
か

ら
よ
く
質
問
が
あ
る
の
で
す

が
、高
校
時
に
生
物
と
物
理
、

ど
ち
ら
を
選
択
し
て
い
る
か

で
、
入
学
後
の
学
び
に
影
響

は
あ
り
ま
す
か
。

鶴
田
　
生
物
の
方
が
ス
ム
ー

ズ
に
医
学
の
勉
強
に
入
れ
そ

う
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
物
理
も
放
射
線
医

学
な
ど
要
所
要
所
で
必
要
で

す
。
ぜ
ひ
物
理
が
得
意
な
人

も
入
学
し
て
ほ
し
い
で
す
。

鳥
井
　
今
後
の
予
定
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

鶴
田
　
４
月
に
阿
倍
野
キ
ャ

ン
パ
ス
に
新
学
舎
が
完
成

し
、
Ｓ
Ｓ
Ｃ
も
そ
ち
ら
に
移

転
・
増
床
し
ま
す
。
９
月
に

は
森
之
宮
に
大
学
の
メ
イ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
設
し
、
医

学
部
生
も
１
年
次
の
基
幹
教

育
で
利
用
予
定
で
す
。ま
た
、

大
阪
市
立
住
吉
市
民
病
院
跡

地
に
認
知
症
研
究
と
高
齢
者

医
療
に
特
化
し
た
「
大
阪
健

康
長
寿
医
科
学
セ
ン
タ
ー
」

の
整
備
計
画
も
進
行
中
で
、

さ
ら
な
る
地
域
医
療
へ
の
貢

献
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

鳥
井
　
楽
し
み
で
す
。
受
験

生
や
保
護
者
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
お
願
い
し
ま
す
。

鶴
田
　
医
学
は
サ
イ
エ
ン
ス

と
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
全
て
の

最
高
峰
の
学
問
だ
と
思
い
ま

す
。
全
て
の
学
問
が
下
地
と

な
り
、
無
駄
な
学
び
は
一
つ

も
あ
り
ま
せ
ん
。
学
力
レ
ベ

ル
で
医
学
部
は
ハ
ー
ド
ル
が

高
い
と
思
う
保
護
者
の
方
も

多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
次
第
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
お
子
さ
ん

が
医
学
部
を
目
指
す
な
ら
、

ぜ
ひ
全
面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

大阪公立大学　医学研究科長・医学部長
鶴田大輔さん

鶴
田
　
本
学
は
関
西
国
際
空

港
か
ら
電
車
１
本
で
来
ら
れ

る
、
国
際
的
に
開
か
れ
た
都

市
に
あ
り
、
海
外
か
ら
技
術

を
学
び
に
来
る
人
な
ど
、
以

前
か
ら
学
内
で
外
国
人
と
接

す
る
機
会
が
多
く
、
語
学
を

重
視
し
て
い
ま
す
。
入
学
時

の
語
学
力
は
ま
だ
ま
だ
で

も
、
国
際
交
流
協
定
（
М
О

Ｕ
）
を
結
ぶ
海
外
大
学
や
研

究
機
関
、
Ｉ
Ｆ
М
Ｓ
Ａ
と
い

う
国
際
的
な
医
学
生
団
体
な

ど
、
各
国
の
研
究
者
や
学
生

と
行
き
来
が
あ
り
、
ま
た
、

外
国
籍
の
教
員
も
積
極
的
に

採
用
す
る
な
ど
、
自
然
と
語

学
が
身
に
付
く
体
制
が
整
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

鳥
井
　
国
際
化
で
新
た
な
取

り
組
み
は
あ
り
ま
す
か
。

鶴
田
　
今
、
全
学
で
オ
ー
ル

英
語
で
卒
業
で
き
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
充
実
に
向
け
て
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
レ
ベ
ル
で
構
築
し

直
す
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

医
学
部
も
先
頭
に
立
っ
て
や

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

鳥
井
　
地
域
貢
献
に
つ
い
て

は
い
か
が
で
す
か
。

鶴
田
　
入
試
で
は
、
大
阪
府

内
の
医
療
機
関
で
一
定
期
間

勤
務
す
る
こ
と
を
条
件
に
、

大
阪
府
指
定
医
療
枠
特
別
選

抜
を
設
け
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
進
学
の
チ
ャ
ン
ス
を
広
げ

る
と
と
も
に
、
地
域
医
療
の

充
実
を
図
る
も
の
で
す
。
関

連
病
院
は
府
内
各
地
に
あ
り

ま
す
が
、
大
阪
市
内
に
あ
る

大
学
と
い
う
意
味
で
は
、
都

市
型
の
診
療
も
で
き
な
い
と

い
け
な
い
。
地
域
医
療
と
都

市
型
医
療
、
両
方
を
同
時
に

身
に
付
け
て
い
き
ま
す
。

鳥
井
　
人
材
育
成
で
力
を
入

れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
。

鶴
田
　
よ
く
屋
根
瓦
方
式
と

鳥
井
　
求
め
る
学
生
像
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

鶴
田
　「
智
・
仁
・
勇
」
の

３
つ
の
基
本
理
念
が
あ
り
ま

す
。「
智
」
は
医
学
は
大
変

な
知
識
が
求
め
ら
れ
る
の

で
、
き
っ
ち
り
勉
強
す
る
。

「
仁
」
は
患
者
さ
ん
へ
の
対

応
力
で
、
そ
れ
を
６
年
間
で

し
っ
か
り
培
う
こ
と
。「
勇
」

は
技
術
を
身
に
付
け
て
応
用

す
る
、
新
し
い
治
療
や
研
究

に
挑
戦
す
る
勇
気
、
そ
し
て

そ
の
努
力
を
す
る
人
で
す
。

鳥
井
　
医
療
の
世
界
も
地
域

格
差
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
な
ど

多
様
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
。

総
合
的
な
語
学
力
を
医
療
分
野
で
育
成

国
際
交
流
や
外
国
籍
の
教
員
の
積
極
的
な
採
用
も

大
阪
公
立
大
学
医
学
部
×
駿
台
梅
田
校 

医
学
部
専
門
校
舎

医学部医学科のアドミッション・ポリシー

医学部医学科のディプロマ・ポリシー及びカリキュ
ラム・ポリシーの基礎となっている、「智・仁・勇」の3
つの基本理念を理解する素地を有する学生を求める。

● 「智」は医学を推進する旺盛な向学心と知識を
意味し、これらを有している人。
● 「仁」は人への博愛の心を意味し、人を包みこむ
広い心を有している人。
● 「勇」は医療を実践する決断の勇気を意味し、積
極的な行動を起こせる人。

い
い
ま
す
が
、
病
院
講
師
か

ら
教
授
ま
で
、
各
教
員
が
積

極
的
に
学
生
の
教
育
に
携
わ

る
の
が
大
き
な
特
徴
で
す
。

学
生
に
行
う
教
育
ア
ン
ケ
ー

ト
で
、
実
習
で
各
診
療
科
を

回
り
印
象
的
だ
っ
た
こ
と
な

ど
に
つ
い
て
聞
く
と
、
さ
ら

に
若
い
研
修
医
の
名
前
も
出

て
き
ま
す
。
自
分
の
学
び
や

技
術
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ
、

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
根
付
い

て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

国
際
都
市
で
地
域
と
都
市
型

両
方
の
医
療
課
題
に
応
え
る

便利な立地は受験生にも人気。「2022年4月に
大阪市立大学と大阪府立大学の統合で大阪公
立大学が開学し、全国的にもネームバリュー
が上がったように感じます。受験生も、今は
東北や沖縄など各地から広く集まっていま
す」（鶴田さん）

※本文敬称略

　昨年、創立80周年を迎えた大阪公立大学医

学部。阿倍野キャンパス（大阪市阿倍野区旭町）

を訪問し、医学研究科長・医学部長の鶴田大輔

さんに聞きました。


